
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
ー
ー
基
礎
編

（疇〕警）含子作』ｍ

Ｏ．

思
潮
社
版

。
現
代
詩
文
庫

シ
リ
ー
ズ
も
の
で
、
戦
後
活
躍
し
た
詩
人
た
ち
に
関
し
、　
一
人

一
冊
を
あ
て
て
、
そ
の
詩
人
の
全
貌
が
伝

わ
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
現
在
活
躍
中
の
詩
人
か
ら
物
故
詩
人
ま
で
、
す
で
に
百
人
以
上
の
詩
人

に
つ
い
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
数
が
膨
大
な
の
で
、
そ
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
詩

人
と
そ
の
作
を
抜
粋
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
『戦
後
名
詩
選
　
現
代
詩
文
庫
特
集
版
』
二
巻
が
あ

る

（二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
）。
ま
た
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で

『現
代
詩
文
庫
版

・
近
代
詩
篇
』
が
す
で
に

二
〇
数
冊
出
て
い
る
。
本
書
所
収
の

「
ア
ナ
ポ
ー
ア
デ
イ
」
（千
石
）
に
取
り
上
げ
た

『村
野
四
郎
詩
集
』

（
一
九
八
七
年
）
は
そ
の
な
か
の
一
冊
。
ま
た
、
同
社
か
ら
シ
リ
ー
ズ

『海
外
詩
文
庫
』
が
十
数
冊
出
版
さ
れ
、

英
米
独
仏
の
詩
人
た
ち
が

一
人

一
冊
あ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く

「
ア
ナ
ポ
ー
ア
デ
イ
」
で
取
り
上

げ
た

『
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
詩
集
』

（原
成
吉
訳
編
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
そ
の
な
か
の

一
冊
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

ど
れ
も
、
作
品
そ
の
も

の
の
収
録
数
も
適
切
だ
が
、
巻
末
に
詩
人
論
や
作
品
論
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
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大
い
に
参
考
に
な
る
。
（千
石
）

０２

手
塚
治
虫

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
（朝
日
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
お
よ
び

『ネ
オ

。
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
（朝
日
文
庫
、

一
九
九
二
年
）

こ
の
二
冊
は
手
塚
治
虫
の

「
フ
ア
ウ
ス
ト
三
部
作
」
を
収
め
る
。
ド
イ
ツ
近
代
文
学
を
代
表
す
る
詩
人

ゲ
ー
テ
の
戯
曲

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
も
と
に
、
漫
画
で
再
話
し
た

『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
、
『百
物
語
』
は
舞
台

を
戦
国
日
本
に
移
し
た
翻
案
、
そ
し
て
手
塚
治
虫
の
遺
作

『ネ
オ

・
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
は
、
学
園
紛
争
時
代

だ
っ
た

一
九
七
〇
年
前
後
の
日
本
の
大
学
教
授
を
主
人
公
に
見
立
て
て
い
る
。
悪
魔
が
活
躍
し
、
妖
怪
や

魔
女
も
登
場
、
魔
術
が
威
力
を
発
揮
す
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ド
イ
ツ
近
代
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
ゲ
ー

テ
の

『
フ
ア
ウ
ス
ト
」
を
日
本
に
移
植
し
た
漫
画
だ
。
世
界
的
に
有
名
な
名
作
を
や
さ
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
受
容
と
変
容
と
い
う
異
文
化
理
解
の
観
点
か
ら
も
見
逃
せ
な

い
。
加
え
て
ゲ
ー
テ
の
原
作
も
読
ん
で
比
較
し
て
み
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。
原
作
の
日
本
語
訳
は
い
く
つ

も
あ
る
が
、
芥
川
賞
作
家
で
ド
イ
ツ
文
学
者
の
柴
田
翔
が
訳
し
た
ゲ
ー
テ

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
上

・
下

（講

談
社
文
芸
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
ゲ
ー
テ
の

『西
東
詩
集
』
も
大
詩
人

が
異
文
化
理
解
に
取
り
組
ん
だ
成
果
と
し
て
推
奨
し
た
い
。
こ
れ
は
、
『ゲ
ー
テ
全
集

〈
２
〉
詩
集
』
新

装
普
及
版

（潮
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
も
生
野
幸
吉
訳
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（高
橋
）

０

筒
井
康
隆

『文
学
部
唯
野
教
授
』
（岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）



大
学
で
次
々
と
発
生
す
る
事
件
は
、唯
野
教
授
周
辺
の
大
学
の
珍
事

へ
と
徹
底
的
に
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
さ
れ
、

抱
腹
絶
倒
、
こ
ん
な
に
次
々
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
続
い
て
は
、
ど
ん
な
大
学
だ
っ
て
破
綻
し
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
小
説
の
中
で
の
話
だ
か
ら
虚
構
の
物
語
、
つ
ま
リ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
ど
の
珍
事
も
、

い
つ
か
ど
こ
か
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
パ
ロ
デ
ィ
ー
た
る
ゆ
え
ん
だ
。
唯
野
教
授
が

勤
務
す
る

「早
治
大
学
」
と
い
う
名
称
が
滑
稽
な
の
も
、
現
実
に
存
在
す
る
早
稲
田
大
学
と
明
治
大
学
と

を
あ
わ
せ
た
名
前
だ
か
ら
だ
。
立
教
大
学
も
上
智
大
学
と

一
緒
に
な
っ
て

「立
智
大
学
」
の
名
前
で
登
場

す
る
。
ベ
ン
ネ
ー
ム
で
密
か
に
文
学
作
品
を
発
表
す
る
作
家
で
も
あ
る
唯
野
教
授
が

「立
智
大
学
」
で
毎

週
こ
な
す
講
義
は
、
戦
後
の

「印
象
批
評
」
か
ら

「ポ
ス
ト
構
造
主
義
」
ま
で
、
そ
の
解
説
は
わ
か
り
や

す
く
、
こ
の
小
説
が
発
表
さ
れ
た

一
九
九
〇
年
頃
に
は
、
こ
の
作
品
が
文
芸
批
評
理
論
の
入
門
に
最
適
と

も
て
は
や
さ
れ
た
。
虚
構
の
小
説
の
な
か
で
現
実
の
文
芸
批
評
の
理
論
が
解
説
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
現
実

の
文
芸
批
評
そ
れ
自
体
も
実
は
虚
構
に
過
ぎ
な
い
と
で
も
い
わ
ん
ば
か
り
だ
。
そ
う
い
え
ば
、
最
近
の
文

芸
批
評
の
理
論
を
つ
き
つ
め
る
と
、
文
芸
批
評
が
語
る
内
容
も
す
べ
て
は
虚
構
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
か
ら
、
小
説
と
い
う
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
い
え
ど
も
あ
な
ど
れ
な
い
。
文
芸
批
評

と
文
学
研
究
の
理
論
を
垣
間
見
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
大
学
の
裏
側
の
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
を
楽
し
む
た

め
に
も
、
必
読
の
一
冊
。
（高
橋
）

０４

多
和
田
葉
子

『犬
婿
入
り
』
（講
談
社
文
庫
、
一
九
九
八
年
）

著
者
は
ド
イ
ツ
に
移
り
住
ん
で
、
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
で
作
家
活
動
を
続
け
、
日
々
、
言
葉
に
乗

っ
て
日
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独
と
い
う
異
文
化
の
間
の
時
空
を
飛
び
こ
え
て
い
る
。
「異
文
化
間
の
愛
」
の
実
践
者
と
い
っ
て
よ
い
。
詩
、

小
説
、
劇
作
を
含
む
多
く
の
作
品
は
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、
日
本
で
も
ド
イ
ツ
で
も
文
学
賞

を
い
く
つ
も
受
賞
し
て
い
る
。
本
書
は
芥
川
賞
受
賞
作

『犬
婿
入
り
』
と
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
女
子
学
生

を
描
く
小
説

『
ペ
ル
ソ
ナ
』
の
二
編
を
収
め
る
。
両
作
品
と
も

一
九
九
三
年
に
日
本
の
代
表
的
文
芸
誌

『群

像
』
に
発
表
さ
れ
た
。
『
ペ
ル
ソ
ナ
』
は
、
東
ア
ジ
ア
を
含
め
て
世
界
の
各
地
か
ら
来
た
多
く
の
留
学
生

が
学
ぶ
ド
イ
ツ
で
、
異
文
化
に
暮
ら
す
日
本
の
女
子
学
生
と
い
う
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、

異
文
化
接
触
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
ら
え
て
い
る
。
横
光
利

一
の
『旅
愁
』
か
ら
遠
藤
周
作
の
『留

学
』
を
へ
て
多
和
田
葉
子
ま
で
、
留
学
小
説
の
系
譜
を
た
ど
つ
て
み
る
の
も
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、
お

も
し
ろ
い
多
和
田
作
品
も
続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
げ
ｇ
ζ
ヨ
日
”
ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
の
『球
形
時
間
』
（新

潮
社
、二
〇
〇
二
年
）
や
谷
崎
潤

一
郎
賞
と
伊
藤
整
文
学
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た

「容
疑
者
の
夜
行
列
車
』
（青

土
社
、二
〇
〇
二
年
）
に
は
楽
し
い
遊
び
の
仕
掛
け
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
る
し
、
『旅
を
す
る
裸
の
眼
』
（講

談
社
、
二
〇
〇
四
年
）
は
異
文
化
の
テ
ー
マ
を
引
き
継
ぐ
。
（高
橋
）

０

エ
ミ
リ
ー

・
プ
ロ
ン
テ
　
『嵐
が
丘
』
（上
・
下
）
河
島
弘
美
訳

（岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）

一
八
四
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
小
説
だ
が
、出
版
当
時
は
全
く
評
価
さ
れ
ず
、
二
十
世
紀
に
な
っ

て
か
ら
、
よ
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
一
九
二
九
年
の
ビ
リ
ー

・
ワ
イ
ル
ダ
ー
監
督
に
よ
る
映
画
に

よ
っ
て
、
日
本
で
も
そ
の
人
気
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
キ
ャ
サ
リ
ン
と
ヒ
ー
ス
ク
リ
フ
の
恋

愛
小
説
。
初
め
に
二
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
、
そ
の
後

一
巻
本
と
し
て
再
出
版
さ
れ
た
の
で
、
英
語
版
で
も
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全
体
を
二
部
に
分
け
て
あ
る
も
の
と
、
分
け
ず
に
全
三
十
四
章
で
構
成
し
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
岩
波

文
庫
版
は
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
（新
妻
）

“
〉〉
シ
ャ
ー
ロ
ツ
ト

・
プ
ロ
ン
テ

『ジ

ェ
ー
ン

・
エ
ア
』
（上
・
下
）
大
久
保

康
雄
訳

（新
潮
文
庫
、
一
九
五
三
年
）

ブ
ロ
ン
テ
三
姉
妹
の
長
女
で
あ
る
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
し
て
代
表
作
と
な
っ
た
小
説
。
孤
児

ジ
ェ
ー
ン
が
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
最
終
的
に
幸
福
を
手
に
す
る
ま
で
の
物
語
で
、　
一
人
称
に
よ

る
独
特
の
語
り
口
に
よ
っ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。　
一
八
四
六
年
に
出
版
さ
れ
た
小
説
だ
が
、
そ
の

読
者
を
引
き
付
け
る
独
特
の
魅
力
は
現
在
も
な
お
衰
え
て
は
い
な
い
。
そ
の
後
に
続
く
英
米
の
作
家
、
特

に
女
性
作
家
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ブ
ロ
ン
テ
姉
妹
の
作
品
は
、
み
す
ず
書
房
か
ら
全
集
が

出
た
た
め
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の

『シ
ャ
ー
リ
ー
』
『ヴ
ィ
レ
ツ
ト
』
『教
授
』
、
ア
ン
の

『
ア
グ
ネ
ス
・グ
レ
イ
』

『ワ
イ
ル
ド
フ
ェ
ル

・
ホ
ー
ル
の
住
人
』
な
ど
も
翻
訳
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（新
妻
）

一ｗ
′
生
野
幸
吉

・
檜
山
哲
彦
編

『ド
イ
ツ
名
詩
選
』
（岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
）

詩
は
、
長
編
叙
事
詩
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
そ
ん
な
に
長
く
な
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
す
ぐ
に
読
み
終
え
ら

れ
る
。
だ
か
ら
、
文
学
が
苦
手
と
い
う
人
は
、
詩
か
ら
読
み
始
め
る
と
い
い
。
長
編
小
説
に
は
詩
と
は
異

な
る
文
学
の
醍
醐
味
が
あ
る
が
、
詩
は
文
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
凝
集
し
た
ジ
ャ
ン
ル
だ
。
短
い
作
品

で
も
、
何
度
も
読
ん
で
あ
れ
こ
れ
考
え
る
と
、
少
な
い
言
葉
か
ら
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
意
味
が
読
み
取

れ
る
。
詩
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
詩
を
読
む
わ
れ
わ
れ
自
身
が
、
言
葉
の
可
能
性
を
究
極
ま
で
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追
求
で
き
る
と
こ
ろ
が
詩
の
お
も
し
ろ
さ
だ
。
ゲ
ー
テ
、
ハ
イ
ネ
、
リ
ル
ケ
を
は
じ
め
日
本
で
親
し
ま
れ

て
来
た
詩
人
た
ち
は
も
ろ
ん
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
ツ
ェ
ラ
ン
、
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
な
ど
二
十
世
紀
の
代

表
的
詩
人
ま
で
、
ド
イ
ツ
語
の
詩
か
ら
三
十
八
詩
人
八
十
二
編
を
精
選
、
日
本
語
訳
に
加
え
て
原
詩
の
ド

イ
ツ
語
テ
ク
ス
ト
と
脚
注
を
備
え
た
こ
の
詩
集
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
よ
う
。
朗
読
つ
き
の
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ

ク
ス
版
も
あ
る
。
（高
橋
）

胡
｝
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

『ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
（上
・下
）
伊
吹
武
彦
訳

（岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
）

エ
マ
・
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
は
何
よ
り
も
ま
ず

「読
書
す
る
女
」
だ
。
ま
だ
幼
い
頃
か
ら
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
小
説

を
読
み
漁
っ
て
は
、
恋
愛
や
都
会
生
活
に
つ
い
て
紋
切
型
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
小
説
に
描

か
れ
た
恋
に
憧
れ
、
最
後
は
破
滅
す
る
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
い
う
構
造
は
、
こ
の
十
九
世
紀
の
風
俗
小
説

に
き
わ
め
て
現
代
的
な
趣
を
与
え
て
い
る
。
い
わ
ば
小
説
を
読
む
こ
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
描
い
た
こ
の

小
説
が
発
表
直
後
に
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
の
も

（判
決
は
無
罪
）、
権
力
側
の
単
な
る
無
理
解
に
よ
る
も
の

と
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
文
学
と
は
根
底
的
な
と
こ
ろ
で
秩
序
に
対
す
る
侵
犯
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
（菅
谷
）

０９

ギ́
ュ
ス
タ
ー
ヴ

・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

『紋
切
型
辞
典
』
小
倉
孝
誠
訳

（岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）

普
通
、
辞
典
の
類
は
な
に
か
役
に
立
つ
知
識
を
教
え
て
く
れ
、
そ
の
よ
う
に
し
て
我
々
の
社
会
生
活
の
助

け
と
な
っ
て
く
れ
る
筈
の
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
紋
切
型
を
列
挙
し
た
こ
の
奇
妙
な
辞
典
は
、
む
し
ろ
社
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会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
撹
乱
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
自
身
が
あ
る
手
紙

の
中
で
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「誰
で
も

一
度
こ
れ
を
読
ん
だ
な
ら
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
通
り
の

こ
と
を
う

っ
か
り
口
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
、
も
は
や
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
る
」
と
い
う
の
が
、

こ
の
未
完
の
辞
典
の
隠
さ
れ
た
目
的
で
あ
る
。
言
葉
を
奪
う
た
め
の
辞
典
と
い
う
こ
の
前
代
未
間
の
文
学

的
野
心
が
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ぜ
ひ
自
分
自
身
で
読
ん
で
確
か
め
て
み
て
ほ

し
い
。
（菅
谷
）

Ю

オ
ノ
レ

ｏ
ド

・
バ
ル
ザ
ッ
ク

『ペ
ー
ル

・
ゴ
リ
オ
』
鹿
島
茂
訳

（藤
原
書
店
、
一
九
九
九
年
）

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
世
界
は
記
号
論
の
世
界
だ
。
作
中
人
物
の
人
相
、
服
装
、
ま
た
は
身
振
り
か
ら
、
家
具
や

馬
車
の
描
写
に
い
た
る
ま
で
、
そ
こ
で
は
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
視
覚
的
デ
イ
テ
ー

ル
が
、
性
格
や
社
会
的
身
分
と
い
っ
た
不
可
視
の
属
性
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
舞
台
で
あ
る

「十
九
世
紀
の
首
都
パ
リ
」
は
ま
さ
に
難
解
な
記
号
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
地
方
出
身
の
野
心
的
な
青
年
で

あ
る
主
人
公
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
は
、
こ
の
記
号
解
読
の
非
情
な
ゲ
ー
ム
に

一
通
り
習
熟
し
た
後
に
、
高

台
の
墓
地
か
ら
パ
リ
に
向
か
っ
て

「今
度
は
、
お
れ
と
お
ま
え
の
一
対

一
の
勝
負
だ
ぞ
！
」
と
い
う
名
セ

リ
フ
を
は
く
。
（菅
谷
）

Ｈ

マ
ー
ク
・
ト
ウ

エ
イ
ン

『
ハ
ツ
ク
ル
ベ
リ
ｌ
ｏ
フ
ィ
ン
の
冒
険
』
（上
。下
）
西
田
実
訳

（岩
波
文
庫
、
一
九
七
七
年
〉

『
ト

ム

・
ソ
ー
ヤ
ー

の
冒
険
』

の
続
編
と

し

て
書

か
れ

一
八
八
五
年

に
出
版

さ
れ
た

（イ
ギ
リ
ス
で
は
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一
人
八
四
年
）
作
家
マ
ー
ク

・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
代
表
作
。
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
生
き
生
き
と
し
た
話
し
言

葉
で
主
人
公
ハ
ツ
ク
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
古
典
中
の
古
典
と
目
さ
れ
て
き
た
。

邦
訳
も
数
多
い
。
し
か
し
、
昨
今
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
逃
亡
し
た
奴
隷
の
ジ
ム
は
、
少
年
ハ
ッ
ク
が
人
間

的
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要
な
道
具
立
て
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
悲
惨
な
黒
人
奴
隷
の
歴
史
的

境
遇
が
、
黒
人
を
人
と
も
思
わ
な
い
人
種
差
別
主
義
者
で
あ
る
と
い
う

「過
ち
」
を
、
ご
く
当
た
り
前
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
嬌
正
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば

「だ
し
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
過
ぎ

な
い
、
と
い
う
批
判
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
。
（後
藤
）

・２

Ｆ

・
ス

コ

ッ
ト

・
フ

ィ

ッ

ツ
ジ

ェ
ラ

ル
ド

『
グ

レ
ー

ト

・
ギ

ャ

ツ
ビ

ー
』

野

崎

孝

訳

（新
潮
文
庫
、
一
九
七
四
年
）

一
九
二
五
年
刊
、
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
恋
愛
小
説
。
作
家
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
こ
の
作
品
で

「
ジ
ャ
ズ

・
エ
イ
ジ
」
と
い
わ
れ
た

一
九
二
〇
年
代
の
寵
児
と
な
る
。
主
人
公
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
が
、
か
つ
て

身
分
違
い
の
恋
を
し
た
女
―

人
フ
は
大
富
豪
の
妻
と
な
り
、
娘
の
母
と
な
っ
た
デ
イ
ジ
ー
ー

を
取
り
戻

そ
う
と
す
る
、
あ
ま
り
に
も
切
な
く
あ
ま
り
に
も
純
真
な
努
力
を
描
く
。
再
会
を
果
た
し
、
た
が
い
の
心

の
う
ち
を
確
認
す
る
も
、
ふ
た
り
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
現
実
は
過
酷
で
、
結
局
、
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
は
デ
イ

ジ
ー
の
犯
し
た
罪
を
被

っ
て
殺
さ
れ
る
。
「も
ち
ろ
ん
過
去
は
繰
り
返
せ
る
さ
」
と
は
作
品
中
も
っ
と
も

記
憶
に
残
る
主
人
公
の
セ
リ
フ
。
（後
藤
）

一づ

Ｊ

ｏ
Ｄ

・
サ

リ

ン
ジ

ャ
ー

『
キ

ャ

ツ
チ

ャ
ー

・
イ

ン

ｏ
ザ

・
ラ
イ

』

村

上

春

樹

訳

（白
水
社
、
二
〇
〇
三
年
）
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一
九
五

一
年
刊
、
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
青
春
小
説
。
全
編
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
学
生
風
ス

ラ
ン
グ
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
先
ご
ろ
出
版
さ
れ
た
村
上
春
樹
の
訳
で
ま
た
話
題
と
な
っ
た
。

世
の
中
は
、
大
人
は
、
み
な

「
い
ん
ち
き

Ｃ
ぎ
ｔ

」
だ
―

こ
の
現
実
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
ナ
イ
ー
ヴ
な

「優
し
さ
」
を
も
て
あ
ま
す
主
人
公
ホ
ー
ル
デ
ン
・
コ
ー
ル
フ
イ
ー
ル
ド
。
ラ
イ

麦
畑
で
夢
中
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
が
誤
っ
て
崖
か
ら
落
ち
た
と
こ
ろ
を
捕
ま
え
る

（こ
れ
が
原
作
タ
イ
ト
ル
の
意

味
）、
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
夢
を
い
だ
く
ホ
ー
ル
デ
ン
の
落
ち
行
く
先
は
、
西
海
岸
の
精
神
病
院
ｌ

ｌ
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
露
出
を
極
端
に
嫌
っ
た
小
説
の
名
手
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
唯

一
の
長
編
小
説
で
世
界
的

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
（後
藤
）

一４

Ｄ
。
Ｗ
ニ
フ
イ
ト
編
　
『
ア
メ
リ
カ
現
代
詩
１
０
１
人
集
』
沢
崎
順
之
助

・
森
邦
夫

。
江
田
孝
臣
訳

（思
潮
社
、

一
九
九
九
年
）

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
カ
ー
ロ
ス

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
よ
り
も

っ
と
今
に
近
い
現
代
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
た
ち
の
代
表

作
を
翻
訳
紹
介
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
詩
人
と
そ
の
作
品
の
選
び
方
も
、
詩
の
理
解
・翻
訳
も
優
れ
て
い
る
。

ポ
エ
ト

・
カ
フ
ェ
と
呼
ば
れ
る
自
作
朗
読
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ラ
イ
ブ
で
見
せ
る
カ
フ
ェ
が
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
大
都
市
に
あ
る
が
、
そ
こ
の
常
連
だ

っ
た
若

い
詩
人
た
ち
の
詩
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（千
石
）
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一め
）
Ｎ

・
Ｈ

・
ピ
ア
ソ
ン

・
金
関
寿
夫
編
注

『現
代
ア
メ
リ
カ
詩
』
（英
宝
社
、
一
九
七
六
／
一
九
九
四
年
）

福
田
陸
太
郎

・
刈
田
元
司
編
注

『
ア
メ
リ
カ
詩
選
』
（金
星
堂
、
一
九
六
五
／
一
九
八
三
年
〉

亀
井
俊
介

。
川
本
皓
嗣
編

『
ア
メ
リ
カ
名
詩
選
』
（岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年
）

ア
メ
リ
カ
現
代
詩
の
定
番
を
原
文
で
読
む
の
に
手
頃
な
選
詩
集
兼
解
説
書
。
（千
石
）

＾
世
▼
文
学
作
品
に
関
す
る
批
評

ｏ
研
究
書

“
一
小
嶋
菜
温
子

『か
ぐ
や
姫
幻
想
』
（森
話
社
、
一
九
九
五
年
）

か
ぐ
や
姫
の
物
語
が
持
っ
て
い
る
知
的
水
準
に
つ
い
て
問
い
直
す
書
。
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
、
か
ぐ
や
姫
の
物
語
で
は
あ
る
が
、
わ
た
く
し
た
ち
が
絵
本
や
昔
話
で
知

っ
て
い
る
話
と
、

平
安
時
代
の
初
期
に
書
か
れ
た

『竹
取
物
語
』
と
は
筋
書
き
こ
そ
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
表
現
や
主
題

の
あ
り
方
に
お
い
て
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
『竹
取
物
語
』
の

〈知
）
の
水
準
を
読
み
解
く
本
書
は
、

三
島
由
紀
夫

『豊
饒
の
海
』
と
の
関
連
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
、新
し
い
『竹
取
物
語
』
論
で
あ
る
。
（小
嶋
）

Ｉ７
′吉
本
隆
明

『源
実
朝
』
（ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）

鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
源
実
朝
の
残
し
た
和
歌
を
対
象
と
し
た
長
編
評
論
。
古
典
評
論
は
、
作
品
に
虚
心
に

向
き
合
っ
て
、
深
く
深
く
読
み
解
い
て
い
く
と
い
う
書
き
方
を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
書
物
は
全
体
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の
お
よ
そ
半
分
を
、
実
朝
が
そ
の
長
と
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、
当
時
の
武
家
社
会
の
現
実

に
つ
い
て
分
析

・
記
述
す
る
こ
と
に
費
や
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
実
朝
の
個
性
的
な
歌
が
ど
の
よ
う
に

生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
読
み
始
め
て
も
な
か
な
か
実
朝
の

和
歌
が
登
場
し
な
く
て
、
面
食
ら
い
、
か
つ
退
屈
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
学
と
社
会
の
抜
き
差
し
な

ら
な
い
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
秀
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ

一
読
し
て
み
て
は
し
い
。

（加
藤
）

鴻
一
本
村
毅

『小
説
研
究
十
六
講
』
（新
潮
社
、
一
九
二
五
年
）

の
ち
に

「小
説
研
究
十
二
講
』
と
改
題
さ
れ
、
旧
新
潮
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
。
今
は
図
書
館
か
古
書
で
読

む
し
か
な
い
。
日
本
の
小
説
は
二
十
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
欧
米
の
小
説
技
法
の
影
響
を
受
け
て
急
速
に
近

代
化
し
た
が
、
こ
の
本
を
読
む
と
、
そ
の
頃
ど
ん
な
技
法
が
流
入
し
て
き
た
か
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
わ

か
る
。
多
く
の
作
家
や
作
家
の
卵
た
ち
が
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
技
法
を
実
際
に
試
み
た
。
以
後
、
小
説
の

書
き
方
は
そ
れ
ほ
ど
進
化
す
る
こ
と
も
な
く
、
こ
こ
で
網
羅
さ
れ
た
技
法
の
多
く
は
現
在
に
お
い
て
も
古

び
て
は
い
な
い
。
（藤
井
）

一り
阿
部
昭

『短
編
小
説
礼
讃
』
（岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
）

近
代
日
本
の
文
学
伝
統
を
継
ぐ
最
後
の
文
学
世
代
と
言
っ
て
も
よ
い
内
向
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
作
家
た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
著
者
が
、
短
編
小
説
を
い
か
に
味
読
す
る
か
を
実
践
し
た
書
。
対
象
と
な
っ
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て
い
る
の
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
か
ら
国
本
田
独
歩

・
志
賀
直
哉

・
梶
井
基
次
郎

・
菊
池
寛

ら
の
作
。
余
力
の
あ
る
人
は
、
阿
部
昭
自
身
の
作
品

（岩
波
書
店
や
福
武
書
店
か
ら
作
品
集
が
出
て
い
る
）
に
も

挑
戦
し
て
み
る
と
い
い
。
（藤
井
）

”

俵
万
智

『短
歌
を
よ
む
』
（岩
波
新
書
、
一
九
九
二
年
）

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
歌
集

『サ
ラ
ダ
記
念
日
』
で

一
世
を
風
靡
し
た
歌
人
に
よ
る
短
歌
入
門
書
。
書
名
の

「よ

む
」
に
は
、
歌
を
享
受
す
る
意
の

「読
む
」
と
、
歌
を
生
み
出
す
意
の

「詠
む
」
と
の
、
両
方
の
意
味
が

託
さ
れ
て
い
る
。
第

一
部

「短
歌
を
読
む
」
で
は
、
古
典
短
歌
と
近
代
短
歌
か
ら
例
を
引
き
な
が
ら
、
短

歌
の
味
わ
い
方
を
親
し
み
や
す
く
解
説
。
第
二
部

「短
歌
を
詠
む
」
で
は
、
実
作
者
と
し
て
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
短
歌
の
作
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
。
「歌
は
こ
う
作
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
教

師
的
語
り
口
で
は
な
く
、
著
者
自
身
の
詠
歌
に
対
す
る
悩
み
や
迷
い
な
ど
に
も
触
れ
な
が
ら
語
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
類
書
に
見
ら
れ
な
い
本
書
の
魅
力
が
あ
る
。
第
三
部

「短
歌
を
考
え
る
」
で
は
、
主
と
し

て
現
代
短
歌
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
著
者
独
自
の
短
歌
論
を
わ
か
り
や
す
く
展
開
し
て
い
る
。
（加
藤
）

π

廣
野
由
美
子

『「嵐
が
丘
」
の
謎
を
解
く
』
（創
元
社
、
二
〇
〇
一
年
）

『嵐
が
丘
』
と
い
う
小
説
は
、
二
十
世
紀
か
ら
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
『嵐
が
丘
』
を
丹
念
に
読
ん

だ
後
で
本
書
を
読
む
と
、
気
づ
か
ず
に
い
た
重
要
な
問
題
が
ま
だ
こ
れ
ほ
ど
多
く
あ
る
こ
と
を
知
り
、
研

究
対
象
と
し
て
の
文
学
テ
ク
ス
ト
の
豊
穣
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
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の
文
学
研
究
動
向
や
、
現
在
の
研
究
方
法
を

『嵐
が
丘
』
研
究
と
い
う
実
例
を
と
お
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
『嵐
が
丘
』
の
読
書
か
ら
文
学
研
究
へ
と
進
も
う
と
す
る
場
合
に
、
必
読
の
書
と
言
え
る
。
（新
妻
）

η

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
ロ
ッ
ジ

『小
説
の
技
巧
』
柴
田
元
幸

・
斉
藤
兆
史
訳

（自
水
社
、
一
九
九
七
年
）

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
ロ
ッ
ジ
は
、
小
説
家
で
あ
る
と
同
時
に
英
米
文
学
研
究
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
で
も

あ
り
、
小
説
も
研
究
論
文
も
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
が
あ
る
。
本
書
は
内
容
的
に
は
研
究
者
と
し
て
の
ロ
ツ
ジ
の

仕
事
に
含
ま
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞

『イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
が
も
と
に
な
っ

て
お
り
、　
一
般
の
読
者
を
対
象
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
最
大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
五
十
の
項

目
に
つ
い
て
、
実
例
と
し
て
十
八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
い
た
る
英
米
の
代
表
的
小
説
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
小
説
技
巧
の
入
門
書
で
あ
る
と
同
時
に
英
米
小
説
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

（新
妻
）

η
ノ
シ
ャ
ル
ル
・ボ
ー
ド
レ
ー
ル

『ボ
ー
ド
レ
ー
ル
批
評
』
（全
四
巻
）
阿
部
良
雄
訳

（ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
年
）

『悪
の
華
』
と

『パ
リ
の
憂
鬱
』
で
名
高
い
こ
の
天
才
詩
人
は
、
ま
た
第

一
級
の
美
術
批
評
家
、
文
芸
批

評
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
連
の
美
術
評
論
は
、
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
マ
の
古
典
的
な
美
が
い
ま
だ
理
想
と

さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
現
代
的
で
あ
る
こ
と
を
芸
術
家
の
倫
理
と
し
て
主
張
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
絵

画
の
流
れ
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
と
い
う
と
む
し
ろ
堅
苦
し
い
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実

際
に
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
級
密
な
筆
致
は
時
に
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
ま
で
に
過
激
な
様
相
を
帯
び
る
。
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そ
の
強
烈
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
文
学
な
る
も
の
に
対
し
て
我
々
が
も
っ
て
い
る
良
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
、

粉
々
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
（菅
谷
）

ぬ
Ｅ
▼
文
学
や
そ
の
周
辺
に
関
す
る
参
考
書

４^
聖
徳
太
子

「憲
法
十
七
条
」
〔小
島
憲
之
・直
木
孝
次
郎
・西
宮
一
民
・蔵
中
進
・毛
利
正
守
枝
注
訳

『日
本
書
紀
②
」
（小

学
館
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
３
、
一
九
九
六
年
）
五
四
二
～
五
五
一
頁
所
収
〕

聖
徳
太
子
が
飛
鳥
時
代
に
推
古
天
皇
の
摂
政
と
し
て
、
冠
位
十
三
階
を
定
め
、
遣
隋
使
を
派
遣
し
、
仏
教

を
奨
励
す
る
と
と
も
に
「憲
法
十
七
条
」
を
制
定
し
た
こ
と
は
有
名
だ
。
そ
の
「憲
法
十
七
条
」
が
「
和
を
も

っ

て
貴
じ
と
な
し
」
で
は
じ
ま
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
ひ
と
も
多

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
憲
法
十
七
条
」

全
文
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
ひ
と
は
少
な
い
。
有
名
な
冒
頭
の

一
節
に
つ
い
て
も
、
内
紛
の
絶
え
な
か

つ

た
大
和
朝
廷
内
の
官
吏
の
心
得
と
説
明
さ
れ
た
り
、
「
和
」
の
理
想
が
日
本
人
の
心
の
原
点
だ
と
解
く
向

き
も
あ
る
。
当
時
の
日
本
は
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の

「渡
来
人
」
を
迎
え
、
ま
た
、
遣
隋
使
を
派
遣
し
て

積
極
的
に
大
陸
の
文
化
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
異
文
化
と
の
出
会

い
が
活
発
な
時
代
だ

っ
た
。

当
時
の
日
本
の
そ
う
し
た
国
際
的
文
脈
を
念
頭
に
置
く
と
、
「
憲
法
十
七
条
」
か
ら
は
異
文
化

へ
の
対
応

を
含
む
新
し
い
意
味
が
読
み
取
れ
る
。
「
憲
法
十
七
条
」
を
今
日
ま
で
伝
え
て
い
る
の
は

『
日
本
書
紀
』

だ
か
ら
、
こ
れ
を
ひ
も
と
く
の
が
一
番
だ
。
お
す
す
め
は
、
漢
文
の
原
文
に
、
書
き
下
し
文
を
添
え
、
各
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頁
の
上
段
に
は
頭
注
、
下
段
に
は
現
代
日
本
語
訳
を
備
え
た
校
訂
版
。
読
み
易
い
ば
か
り
か
、
テ
キ
ス
ト

校
訂
と
注
釈
は
文
献
学
の
基
礎
作
業
だ
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
、
文
献
学
が
隆
盛
を
極
め
た
十
九
世
紀
後
半

の
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
文
学
の
研
究
に
移
植
さ
れ
た
文
献
学
の
最
近
の
成
果
も
覗
い
て
み
よ
う
。
（高
橋
）

２

大
岡
信

『う
た
げ
と
孤
心
　
大
和
歌
篇
』
（岩
波
書
店
、
同
時
代
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
〇
年
）

「う
た
げ
と
孤
心
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
書
名
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
物
を
敬
遠
し
て
読
ま
な
い
と
、
大
い

に
損
を
す
る
。
「う
た
げ
」
と
い
う
の
は
、
詩
歌
が
し
ば
し
ば
人
々
の
共
同
の
場
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
共

同
の
場
に
お
い
て
享
受
さ
れ
て
き
た
と
い
う
、
日
本
の
古
典
詩
歌
の
一
つ
の
特
質
を
言
い
表
す
た
め
に
選

ば
れ
た
言
葉
。
こ
れ
に
対
し
て

「孤
心
」
と
は
、
そ
う
し
た
共
同
の
場
に
お
い
て
製
作

上
早
受
さ
れ
て
い

な
が
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
詩
歌
を
生
み
出
し
た
の
は
作
者
の
個
的
な
心
な
の
だ
と
い
う
、
も
う

一
つ
の
側

面
を
言
い
当
て
る
た
め
に
選
ば
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
文
学
者
の
孤
独
な
営
為
が
作
品
を
生
み
出
す
と
い
う

図
式
的
な
捉
え
方
を
相
対
化
す
る
の
に
、
き
わ
め
て
有
効
な
処
方
箋
を
与
え
て
く
れ
る
書
物
で
あ
る
。
（加

藤
）

猛
一
後
藤
祥
子
編

『王
朝
和
歌
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
）

書
名
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
大
学
な
ど
で
王
朝
和
歌
を
学
ぼ
う
と
す
る
読
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
入

門
書
で
あ
り
参
考
書
で
あ
る
が
、
最
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
な
が
ら
新
た
な
知
見
を
盛
り
込
ん
で
も
い

て
、
そ
の
意
味
で
す
ぐ
れ
た
論
文
集
に
も
な
っ
て
い
る
。
全
体
は
三
部
構
成
を
と
っ
て
い
て
、第

一
部

「王
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朝
和
歌
へ
の
誘
い
」
は
、
王
朝
和
歌
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
、
第
二
部

「王
朝

和
歌
を
読
む
」
で
は
、
王
朝
和
歌
の
豊
か
で
多
様
な
世
界
を
具
体
的
に
紹
介
し
、
第
三
部

「和
歌
世
界
の

広
が
り
」
で
は
、
物
語

。
日
記

・
歴
史
物
語
な
ど
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
和
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
日

配
り
を
き
か
せ
て
い
る
。
（加
藤
）

“″
′
服
藤
早
苗

『平
安
朝
の
母
と
子
』
『平
安
朝
の
女
と
男
』
（中
公
新
書
、
一
九
九
一
／
一
九
九
五
年
）

女
性
史
学
か
ら
捉
え
直
し
た
、
平
安
朝
の
家
族
観
お
よ
び
男
女
観
。
父
と
は
何
か
、
母
と
は
何
か
。
男
と

は
、
女
と
は
、
そ
し
て
子
と
は
何
か
…
。
十
世
紀
前
後
の
王
朝
社
会
か
ら
始
ま
る
、
〈家
〉
観
念
の
形
成

の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
間
う
て
い
く
。
現
代
に
お
け
る
家
族
問
題

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
起
源
は
、　
一
〇

世
紀
前
後
の
官
廷
貴
族
社
会
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
り
や
す
く
か
つ
歴
史
史
料
に
基
づ
い
た
確
か

な
叙
述
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
お
り
、
必
読
の
書
で
あ
る
。
（小
嶋
）

州
一
小
林
秀
雄
『無
常
と
い
う
事
』
（新
潮
文
庫
『モ
オ
ツ
ア
ル
ト
・無
常
と
い
う
事
」
〈
一
九
六
一
年
〉な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）

「当
麻
」
「無
常
と
い
う
事
」
「平
家
物
語
」
「徒
然
草
」
「西
行
」
「実
朝
」
の
六
篇
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
成
る

古
典
評
論
で
、　
一
九
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
小
林
秀
雄
の
古
典
へ
の
対
し
方
は
、
対
象
と
す
る
作
品
の

全
体
像
を
描
こ
う
と
は
せ
ず
、
ま
た
そ
れ
ま
で
の
研
究

・
批
評
を
あ
ま
り
顧
慮
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
己

の
関
心
に
思
い
切
り
引
き
付
け
て
読
み
解
く
と
い
う
も
の
。
こ
う
い
う
批
評
方
法

（印
象
批
評
）
自
体
は
、

あ
ま
り
に
も
素
朴
な
方
法
で
、
真
似
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
読
み
は
実
に
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あ
ざ
や
か
に
個
々
の
作
品

・
作
者
の
本
質
を
言
い
あ
て
て
い
る
。
今
読
ん
で
も
全
く
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
の
は
、
か
な
り
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。
（加
藤
）

一勾
″中
野
三
敏

『十
八
世
紀
の
江
戸
文
芸
』
（岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）

本
書
所
収
の

「
日
本
の
物
語
か
ら
」
（小
嶋
）
に
述
べ
た
、
寓
意
に
関
す
る
評
論
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
概

ね
本
書
に
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
上
田
秋
成
の
小
説
観
に
見
る
寓
意
に
つ
い
て
は
、
本
書

に
先
立

っ
て
中
村
幸
彦

「上
田
秋
成
の
物
語
観
」
『近
世
文
芸
思
潮
孜
』
（岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
が
古

典
的
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
専
門
的
な
書
物
で
あ
る
が
、
関
心
が
あ
れ
ば
紐
解
い
て
も
ら
い

た
い
。
（小
嶋
）

（夕
三
好
行
雄

『近
代
文
学
研
究
と
は
何
か
―
―
三
好
行
雄
の
発
言
』
（勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）

日
本
の
近
代
文
学
研
究
や
小
説
の
分
析
方
法
を
確
立
し
た
著
者
の
、
研
究
方
法
を
め
ぐ
っ
て
の
発
言
を
集

成
し
た
も
の
。
「作
家
論
」
「作
品
論
」
「
バ
ル
ト
」
「
テ
ク
ス
ト
」
な
ど
を
め
ぐ
る
著
者
の
見
解
が
、
編
者

に
よ
る
解
題
や
懇
切
な
注
に
よ
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
辿
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
に
は
別
に
『三

好
行
雄
著
作
集
』
全
七
巻
も
あ
り
、
本
書
だ
け
で
飽
き
足
り
な
い
読
者
は
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
に
挑
戦
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。
（藤
井
）
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一メ

柄
谷
行
人

『近
代
日
本
文
学

の
起
源
』

（講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
八
八
年
）

近
代
文
学
の

〈知
〉
の
枠
組
み
の
起
源
に
つ
い
て
、
近
代
主
義
的
な
見
方
へ
の
懐
疑
に
立
ち
つ
つ
問
い
か

け
る
洞
察
の
書
。
十
世
紀
も
前
の
王
朝
物
語
を
、
今
わ
た
く
し
た
ち
が
読
み
味
わ
い
、
ま
た
何
が
し
か
の

知
的
な
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
近
代
と
前
近
代
と
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
地
続
き
で
あ
る
こ

と
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
風
俗
や
制
度
上
の
隔
た
り
こ
そ
あ
れ
、
社
会
の
一
隅
に
生
息
す
る
個
々
人

の
心
性
や
哲
学
に
お
い
て
何
ほ
ど
の
径
庭
が
あ
る
の
か
、
じ
っ
く
り
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
（小
嶋
）

一ダ
宇
野
邦

一

『物
語
と
非

―
知
』
（書
算
山
田
、
一
九
九
二
年
）

物
語
の

〈知
〉
を
微
分
化
す
る
方
向
で
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
〈知
〉
な
る
も
の
の
曖
味
さ
の
近
傍
を
回

遊
す
る
魅
惑
的
な
論
著
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
理
論
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
つ
つ
、
著
者
の
物
語
に
対

す
る
深

い
愛
と
理
解
が
示
さ
れ
る
。
蓮
実
重
彦
の
物
語
批
判
と
は
対
照
的
な
思
考
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

比
較
し
つ
つ
読
む
と
面
白

い
。
（小
嶋
）

一“
一波
多
野
完
治

『文
章
心
理
学
入
門
』
（新
潮
文
庫
ほ
か
、
一
九
五
三
年
）

昭
和
の
初
め
に
文
章
心
理
学
な
る
も
の
を
確
立
し
た
著
者
の
考
え
と
方
法
と
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
入

門
書
。
文
章
と
か
文
学
は
、
と
か
く
評
価
が
主
観
的
に
な
り
が
ち
だ
が
、
著
者
は
悪
文
と
名
文
の
違
い
を
、

数
量
的
方
法
と
心
理
学
理
論
と
に
よ
つ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
文
体
研
究
の
入
門
書
と
し
て
も
活
用
で
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き
る
ほ
か
、
随
所
に
い
ろ
ん
な
作
家
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
近
代
文
学
史
の
入
門
書
と
し
て

も
活
用
で
き
る
。
（藤
井
）

一メ
筒
井
清
忠

『日
本
型

「教
養
」
の
運
命
―
―
歴
史
社
会
学
的
考
察
』
（岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）

こ
れ
か
ら
の
文
学
研
究
に
と
っ
て
、
歴
史
学
や
社
会
学
な
い
し
は
そ
れ
ら
の
周
辺
領
域
と
の
相
互
乗
り
入

れ
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
に
も
幅
広
く
日
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
日
本
の
歴
史
社

会
学
の
創
始
者
と
も
言
え
る
著
者
に
よ
る
、
近
代
日
本
文
化
論
の
名
著
。
引
用
資
料
の
タ
イ
プ
や
論
の
展

開
の
仕
方
も
文
学
研
究
者
の
そ
れ
と
は

一
味
違
い
、
そ
ん
な
点
ま
で
も
が
刺
激
と
参
考
に
な
る
。
（藤
井
）

“力
Ａ
・ト
ク
ヴ
イ
ル

『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』
（上
・中
・下
）
井
伊
玄
太
郎
訳

（講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
七
年
）

国
際
社
会
の
中
で
粘
り
強
く

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
を
放
棄
し
、
圧
倒
的
な
力
の
誇
示
に
よ

っ
て
世

界
中
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
姿
勢
を
見
慣
れ
て
い
る
我
々
に
は

ぴ
ん
と
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
は
十
九
世
紀
に
お
い
て

（そ
し
て
あ
る
意
味
で
は
今
も
っ
て
）

民
主
主
義
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
迷
走
ぶ
り
を
理
解
す

る
上
で
も
決
定
的
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
な
る
民
主
主
義
へ
の
背
信
と
い
う
よ
り
は
、
民
主
主
義

の
内
部
に
は
ら
ま
れ
て
い
る
本
質
的
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
き
た
も
の
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
こ
の
古
典
的
名
著
は
、
我
々
が
今
生
き
て
い
る
世
界
に
つ
い
て
考
え
る
た
め

に
も
必
読
で
あ
る
。
（菅
谷
）
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猛
ｙ
亀
井
俊
介

『
ア
メ
リ
カ
文
学
史
講
義
』
（全
二
巻
）
（南
雲
堂
、
一
九
九
七
／
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
〇
年
）

ア
ン
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
著
者
が
東
京
大
学
教
養
学
部
で
行

っ
た
講
義

「
ア
メ
リ
カ
文
学
史
」

よ
り
採
録
。
堅
苦
し
い
事
実
列
挙
型
の
文
学
史
を
脱
し
、
と

つ
と

つ
と
し
た
滋
味
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
語
り

口
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
。
ァ
メ
リ
カ
文
学
史
を
楽
し
く
通
覧
す
る
の
に
は
最
適
の
書
。
し
か
し
、
実
の

と
こ
ろ
、
こ
の
三
巻
の
本
が
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の

（ほ
と
ん
ど
嫌
味
な
ほ
ど
の
）
該
博
な
知
識
、
つ
ま
り
は

正
当
な
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
て
で
き
て
い
る
か
、
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
本
に

誘
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ
文
学
の
道
を
相
当
奥
深
く
ま
で
進
ん
で
し
ま

っ
た
と
き
だ
ろ
う
な
。
（後
藤
）

一ン
本
田
創
造

『
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
　
新
版
』
（岩
波
新
書
、
一
九
九
一
年
）

独
立
前
の
ア
メ
リ
カ
の
土
地
に
は
じ
め
て
ア
フ
リ
カ
人
が
上
陸
し
た
と
き
か
ら
、
合
衆
国
を
南
北
に
三
分

し
、
つ
い
に
は
戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
奴
隷
制
度
の
時
代
を
経
て
、
二
十
世
紀
の
中
葉
の
公
民
権
運
動
収

束
に
い
た
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
た
ち
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
た

一
冊
。
ア
メ
リ
カ
自
人
社
会
へ
の
隷
属

か
ら
自
立
へ
の
足
跡
ば
か
り
で
な
く
、
黒
人
間
に
あ
っ
た
自
決
権
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
攻
防
も
読
み
ど
こ

ろ
―

ア
メ
リ
カ
黒
人
文
化
の
背
景
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
に
は
、
格
好
の
入
門
書
で
あ
る
。
（後
藤
）
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